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要 旨

「する」は日本語の中で最 もよく使用 される単語の一つである。最 もよく使 わ

れるということは,日 本語 を学習する者にとっては最もよく知っていなければな

らない単語であるということになる。初級 レベルの日本語教科書(『 みんなの日

本語初級』『初級日本語げんき』)で は 「する」をどう提示し,何 を教えているの

か全文調査を行い,実 際に 「よく知る」レベルまでの学習ができるのかどうか考

察 した。その結果,基 本的な例文は提示されていたが,そ の説明が無いまたは不

十分なものがあった(表 参照)。 一方,類 義語 「やる」は説明が全 くな く,数 例

掲載されているに過 ぎなかった。以上の結果を日本語学習の更なる充実のための

基礎資料 としたい。

キーワー ド:初 級 日本語教科 書,「 する⊥ 「やる」,意 味 ・用法,文 型

1.は じ め に

日本語の動詞 「する」は,わ れわれが 日常最もよく使用する単語であることは

論 をまたない。 これまでの大規模 な語彙調査によってもそれは裏付けられてい

る。例えば,総 合雑誌の用語調査(国 立国語研究所1957)で は 「する」が第1

位であり,新 聞語彙調査(同1971)で も動詞全体で 「する」が第1位,語 彙全

体で第7位 となっている。さらに,日 本語教育のための基本語彙調査(同1984)

では,「する」は教育すべ き基本語彙として最高判定(40点)を 受けている。以

上のように,動 詞 「する」は最頻出単語であり,同 時に,日 本語学習者に教えら

えるべ き最重要単語と言える。

本稿では 「する」が初級 日本語教科書でどのように教 えられているのか1)調

査 を行い,そ れが 「する」の使用実態を十分に反映したものなのか,問 題点や課
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題 を明 らかにしたい。加えて,類 義語 「やる」について も調査を行 う。「やる」

は 「する」の くだけた言い方とされ,日 常会話の中で耳にする機会の多い動詞で

もある。最頻出 ・最重要の 「する」及びその類義語 「やる」が,果 たして初級の

日本語教育において充分に教 えられているのか,日 本語教科書を分析することで

考察してい く。

2.調 査概 要

初級 レベ ルの 日本語 を教 え るため の総合 的な教科書 として,『 み んなの 日本語

初級』 と 『初級 日本語 げん き』があ る。本稿で はこれ らを調査対象 とす る。

『みんなの 日本語初級』 は,『 新 日本語 の基礎』(1990年 初 版)の 姉妹編 と して

1998年 に初 版が発行,2012年 に2版 の改訂 を経 ている。国内だ けでな く海外で

も広 く使用 され てお り,聞 くこ と,話 す こ とを中心 に,読 むこ と,書 くこ とも教

える総合教材 である。全2巻 ・50課 で 初級の文法項 目全て と,語 彙約2,000語 が

学べ る。副教材 として 『翻訳 ・文法解説』が各 国語版 で出 されている。本調査 で

は,『 第2版 本冊』 全2巻 の本文全て に目を通 し,「 す る」 と 「やる」が用 い られ

ている文全 てを抽 出 した。本文全 て とい うのは具体 的には,各 課 の 「文型⊥ 「例

文⊥ 「会話」,「練習」,「問題 ⊥ その 「解答」,さ らに 「復 習」,「副詞 ・接続詞 ・

会話 表現 のま とめ」,本 冊 末尾の 「索引」 であ る。そ して,何 が学習の ポイ ン ト

になっているのか把握 す るため,『1(第2版)翻 訳 ・文法解説英語版』の 「Vo-

cabulary」 「UsefulWordsandInformation」 「GrammarNotes」 を参照 した。 ま

た,後 半 のH2)は 初 版 の 「Vocabulary」 「ReferenceWordsandInformation」

「GrammarExplanation」 を参照 した。

『初級 日本語 げん き』 は,1999年 に初版,2011年 に改訂版 として第2版 が 出さ

れ,初 級 日本語 を4技 能 「話す ・聞 く ・読 む ・書 く」 にわたって学習す る総合教

材で ある。全2巻 ・23課 で初級 の文法項 目と,漢 字317字,語 彙約1,700語 が 学

べ る。 国内 ・海外 の 日本語 コースで数多 く採用 されている。 この教科書 は,本 冊

の中に英語 による文法解説が あるため,調 査 においては1とII(全2巻)の 本文

と練習 問題 の解答及 び索引 に 目を通 し,同 様 に 「す る」 と 「やる」が用 い られて

い る文 を全 て 抽 出 した。 本 文 とは,「 会 話 」「単 語 」「文 法」 「練 習 」「Culture

Note」 「UsefulExpressions」 で あ る。

なお,両 者か ら抽 出 した ものは本 文,練 習,問 題 に出現 した 「例文」 であ り,

実 際にその単語 の意味が用 例 として文の形 になって示 されている ものである。学

習者 に とっては,単 語 レベルではな く文 レベル ・文型になって こそ使 える ものに
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なるため,ど のように教えられているかを探るうえでは,文 レベルのものを扱う

のが妥当と考えたからである。

以上のとお り,代 表的な初級教科書(総 合教材)に おいて 「する」 とその類義

語 「やる」は何 をどこまで教えられているのか,ま たその説明や提示の方法を調

査 し,問 題点や課題を明 らかにしたい。

3.「 す る」

「する」が最 もよく使われる動詞であることの理由は,「する」が様々な要素 と

共起可能であるという事実によるところが大 きい。つまり,日 本語教育の立場か

ら言うと文型が多岐に渡るということになる。「する」は名詞,形 容詞,副 詞な

どと連語を形成する。さらにその名詞だけでもガ格,ヲ 格,ト 格 二格 と様々な

格助詞を取 り得る。そ して,そ れら一つ一つに別の意味 ・用法が存在するという

のが 「する」の実態でもある。ここでは,「する」の文型ごとに教科書の扱いを

見てい くことにしたい。

3。1.名詞を補語にとる 「する」

名詞(以 下,N)を 補語にとる文には 「Nをする」「Nがする」「Nにする」「N

とする」「Nす る」がある。以下,例 を全て提示する。ただし複数回出現するも

のは,初 出の文例を拾い,()内 に初出の課を表示する。

3.1.1.「Nを する」

名詞 をヲ格 にとる文型 は7つ の意 味 ・用法 に下位分類 する ことがで きる(拙 稿

2002)0

① 動 作(サ 変動詞語幹 ・動詞連用形 か らの転成 名詞,動 作性 名詞)

『みんなの 日本語初級』(以 下,『 み んな』 と表示)

(L16)食 事[を]し て,う ちへ帰 って,そ れか ら日本語 を勉 強 しました。男 の

人 は週末 に旅行 を しま した。 国へ帰 ってか ら,大 学に入って,経 済の研 究 をしま

す。(復 習D)佐 藤 さんは今 コ ピー をして います。(L18)寝 る まえに,お 祈 りを

します。(Ll9)き の うか らダイエ ッ トを してい ます。 ゴル フの練習 を します。

(L23)学 生 の とき,ア ルバ イ トを しま したか。(L24)も うパー テ ィーの準備 を

しま したか。 おば あち ゃんは僕 に古 い 日本 のお話 を して くれ ます。(L28)運 転

しなが ら電話 を しないで くだ さい。(L38)本 を読 んだ り,犬 の世話 をした りす
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るのが好 きです。(L40)ど ん な発表 をす るんですか。(L42)貯 金 は しない んで

すか。みんなでお祝 い をしましょう。(L43)彼 女 とけんか を して しまった。(L44)

じゃ,シ ャ ンプー を しますか ら,こ ち らへ どうぞ。(L47)女 性 は化 粧 を した と

き と,し て いない と きでは,ず いぶ ん変 わ るそ うです。(L49)ど な たが あい さ

つ をしますか。

『初級 日本語 げん き』(以 下,『 げん き』 と表示)

(L3)電 話 を します。 デー トを します。(L4)た け しさんは土曜 日に アルバ イ ト

を します。(L8)私 は 日本語 の勉 強 を しま した。 たけ しさん は部屋 の掃 除を しま

した。だれが料理 をす るのが上手ですか。(L9)毎 日運動 をす る人(は 元気 です)。

(L14)男 の 人は三月十 四 日にお返 しを しな きゃいけ ないんです よ。(L15)握 手

をする。メ ア リー さんは 日本で いろいろな経験 をしよう と思 ってい ます。(L17)

私 の友 だちの会社 は休 みが多 くて,残 業を しな くて もいいそ うです よ。 コンタク

トを入れ てか ら,化 粧 を します。(L18)た け しさんは歌 を歌 いなが ら洗 濯 を し

てい ます。(L21)予 約 を してお きました。パ ーテ ィーの準備 を しな きゃい けま

せ んね。社長 が会議 に出 ている問 に,昼 寝 を します。(L22)高 校 の時,一 人暮

らしをす る。今 日は子供 の誕生 日なので,一 緒 に晩 ご飯 を食べ る約束 を したんで

す。予 習をすれ ば,授 業 が よ くわか ります。 ピアノの練 習 をしなさい。(読 み書

き編(以 下,読)L8)ア ンケー トを して,日 本 の会社員 は とて も大変 だ と思 い

ま した。(読L9)晩 ご飯 の後,い ろい ろな話 を した。(読L10)ど ん な生活 を し

てい ると思 い ますか。(読L14)ど ん なア ドバ イス を しま したか。(読Ll7)ヨ ー

コとジ ョンはい ろい ろな平和 活動 を しま した。平和の ための活動 をしてい ます。

(読L18)よ く朝寝坊 をす る。(読Ll9)奨 学 金の 申 し込み を したいのですが,ど

うした らいいです か。(読L21)安 い アパー トに住 んで,め ったに外で外食 をし

た り,旅 行 に行 った りしません。

この他 に,サ 変動詞語幹や動詞連用 形で はないが ,動 作性 の名詞 として以下の

ような ものがあ る。3)

『みん な』

(L25)も う一 度若 くな った ら,勉 強 して,い い仕事 をした いです。(L26)ボ ラ

ンテ ィアを します。

『げん き』

(L4)イ ン ター ネ ッ トを しますか。 よ く友 達 にメール を しますか。(L8)よ く仕

事 を しますか。 ホームステイを しています。(Lll)ダ イ エ ッ トをす る。(読Ll8)

時 々,引 っ越 しな どの力仕事 もします。(読L23)バ ンザイ をしているか らです。
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②遊戯 ・スポ ーツ

『みんな』

(L6)わ た しはサ ッカー をします。 あ したテニス をしませ んか。(L13)ス キ ー を

します。釣 りを します。(L14)ダ ンス を してい ます。(L15)公 園 で野球 を して

い ます。(L16)朝 ジ ョギ ングを して,シ ャワーを浴 びて,会 社へ行 きます。(L17)

き ょ う男 の 人 はスポ ー ツを してはい け ませ ん。(L12)生 け 花 を します。(L40)

男 の 人 は盆 踊 りを してみ ます。(L48)柔 道 を したい と言 ったの で,柔 道教室 に

行かせ ています。

『げん き』

(L3)テ ニ ス を しませ んか。 スポ ーッ を しますか。(L4)ゲ ー ムを します か。バ

ドミン トンを しませ んか。(L7表 現 ノー ト)ト ラ ンプをす る。(L11)釣 りをす る。

(Ll3)サ ッカーをする。メァ リー さんは ゴル フをしますか。(読L15)今 年 の夏,

私 は沖縄 で初 めて ダイ ビングを してみ ま した。(読L19)お 兄 さん と しょうぎを

した りしたこ とを今 も思 い出 します。(読L19)落 語 をす る人 を落語家 と言 い ま

す。

③催 し物

『みん な』

(L6)あ した友達 とお花見 を します。(L14)今 週 の土曜 日うちでパ ーテ ィー を し

ます。(L21)今 会 議 を してい ます。(L31)結 婚 式 は どこで します か。(L40)毎

日漢 字の テス トを してい ますが,ハ ンス君 はいい成績 です よ。(復 習J)ど こで

忘年 会 をす るか,相 談 してい るんです。(L49)あ な たが話 を聞 きたい人 に来て

もらって,講 演会 を します。

『げん き』

(L8)た け しさん,あ したみん なでバーベキ ュー を しませ んか。(Ll5)う ちでパー

テ ィー を しよう と思 ってい ます。週 末 にキ ャ ンプ をす る。(L22)私 が 先生 だ っ

た ら,学 生 に毎 日テス トをさせ ます。

④付帯

『みんな』(L22)赤 いネクタイをしている人はだれですか。

『げんき』(Ll7)ネ クタイをしなきゃいけませんか。

着装や付帯 を表す用法で 「マスク/手 袋/マ フラー/湿 布/カ ーテン/チ ャッ

ク/蓋/塩 をする」などが 日常会話でも使われる。これらは,「する」 を使 わな
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い場合,ヲ 格名詞によって別の実質動詞をセットで覚えなくてはならない。例え

ば,「マスクをつける」「手袋をはめる」「マフラーを巻 く」「湿布を貼る」「カー

テンを引 く」「チャックをしめる」「蓋をかぶせる」「塩をふる」のように,動 詞

を多 く覚えてお く必要が出る。学習者の記憶の負担 を減 らすためにも,「ネクタ

イ」以外にもこれらをまとめて教 えることは重要だと思われる。

⑤様子

『げんき』(L23)そ んな悲 しそうな顔 しないで。 もらったプレゼ ントが気に入 ら

なくても,う れしそうな顔をしたほうがいい。

「長い髪/き れいな歯をしている」のように常にテイル形で用い られるもの,

「派手な格好をする」のようにどちらでもいい ものなど,あ る人物の様子や状態

を描写するのに使われる。これ らは,別 の言い方ができる(髪 が長い,歯 がきれ

いだ,格 好が派手だ)も のもあ り,必 ずしも教えな くてはならないものではない。

『みんな』には無かった。

⑥職業 ・役割

『げんき』(読L18)今,家 庭教師をしている。

これは,「エ ンジニア/弁 護士/モ デル/コ ックをする」などの表現を指 し,

自分の職業を述べる表現として話 し言葉では一般的である。『みんな』には無か

った。なお 「役割 ・役職」の名詞が ヲ格に来る 「司会/会 計係をする」などの例

文はどちらの教科書にも見 られなかった。

⑦病 気 ・怪 我

『み ん な』(L32)や け ど を した んで す。足 に けが を した ん です。(L17useful

wordsandinformation)下 痢 を します。便秘 を します。

『げん き』(L12UsefulExpressions)や け どを しま した。 けが をしました4)。

病名 などはヲ格 に立つ ことはほとん どない(*風 邪 をす る,*胃 炎 をす る)た

め,教 科書 に見 られた使い方がその中心であ る。他 に,生 理現象 「くしゃみ/せ

き/お ならをす る」が 日常会話で使 われるため,ま とめて提示す る と便利 だろ う。

⑧ その他

「～ もの」:『みんな』(L29)今 の 電車に忘れ物 をして しまったんですが……。 『げ

んき』(L4)メ ア リー さん はいつ買い物 を しま したか。
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「～ こ と」=『み んな』(L35)悪 い友達 と仲 良 くする と,悪 いこ とを します。(L36)

何 か特 別 なことを してい らっ しゃい ますか。 『げん き』(読L10)お じさん,い い

ことを しま したね。(L22)私 は 自分 の子 供 に好 きなこ とをさせ てあ げるつ も り

です。

連 語:『 みん な』(L32)無 理 を しないほ うが いいです よ。 『げ んき』(読L21)私

は そん なぜいた くがで きませ ん。

この他 に 『みん な』 には 「(L6)う ち で宿題 を します。」,『げん き』 には 「(読

L23)笑 っ てVサ イ ンを してい ます。」が見 られた。

以上のような 「Nをする」についてどのような説明がされているだろうか。

・[亟]L6(rみ んな 翻訳 ・文法臓 』P必)

Afairlywiderangeofnounsareusedastheobjectsoftheverbし ま す,

whichmeansthattheactiondenotedbythenounisperformed.Someex-

amplesareshownbelow.

1)Playsportsorgamesサ ッ カ ー を し ま す トラ ン プ を し ま す

2)Holdgatheringsoreventsパ ー テ ィ ー を し ま す 会 議 を し ま す

3)Dosomething宿 題 を し ま す 仕 事 を し ま す 電 話 を し ま す

・[璽][ネ ク タイを一]put・n[ti・]L22(同P136)

当該 の名 詞が 「～ をす る」の形 を取れ る場合 は,語 彙表 にその ことが補足 され

てい る(例,L9ア ル バ イ ト(～ を します:workpart-time))。 しか し,一 方で

サ変動詞 の語 幹が名詞 として使われ 「Nを す る」 になることについての説明 はな

い。例 えば,L15に 「研 究 します」が初 出するが,「研 究」が名詞 として使 われ 「研

究 をす る」の形 になるこ とにつ いての言及は どこにもない。そ して,L16に 「国

へ帰 ってか ら,大 学 に入 って,経 済の研 究 を します」 とい う文例がい きな り出て

くる。同様 に,「 コピー します」がL14に 初 出するが 「～ をす る」 になる ことは

書 かれてお らず,数 課後の まとめ(復 習D)に 説 明が ないまま 「佐藤 さんは今 コ

ピーを してい ます」が出現す る。

「Nを す る」 になるサ変動詞 を挙 げてみる と,「 買い物す る,食 事す る,散 歩す

る,結 婚す る(L13)」 「コピーする(L14)」 「研 究する(L15)」 「見 学する(L16)」

「残業す る,出 張す る(L17)」 「運転す る,予 約 する(L18)」 「掃 除す る,洗 濯す

る(Ll9)」 「修理 する(L20)」 「説 明する(L24)」 な ど数が多い。一方,「Nを す
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る」の形をとれないものは 「心配する(L17)」 だけである。このことも踏まえ,

「名詞 として用い られること」「『～をする』の形で用い られること」を加えても

いいのではないかと考える。

また,「準備」はL24に 名詞 として出現 し 「～[を]し ます:prepare」 と説

明があるが,サ 変動詞の 「準備する」は出てこない。「電話」は名詞がL3に,「 電

話する」がL16に 出て くるがいずれも 「Nをす る」になることの説明がな く,

説明が ないままL28に 「運転 しながら電話をしないで ください」が出て くる。

先の 「研究する」「コピーする」の例も合わせて整合性に欠ける。つまり,『みん

な』では,サ 変動詞語幹が名詞 として導入されている場合は,「～をする」の形

になることが教えられている(全 てではない)が,サ 変動詞として導入 されてい

る場合は,そ の語幹が名詞になる可能性やそれを用いた 「～をする」の存在につ

いては教えられていないということである。一方で,「～をする」の形になるも

のがサ変動詞として使われる可能性についても説明されていない。学習者が混乱

する可能性がある。

『げんき』では 「表現ノー ト」という補足説明の項に次のように出てくる(一

部省略)。

・～ す るMostirregularverbsarecompoundsofnounsandtheverbす

る.lfyouhavelearnedanirregularverb,therefore,youhavealsolearned

anoun.

勉 強 す る(Verb)勉 強(Noun)ex.日 本 語 の 勉 強 は 楽 し い で す 。

Someofthesenounscanbeusedasthe"object"oftheverbす る 。

私 は 日 本 語 の 勉 強 を し ま した 。Compare:私 は 日本 語 を 勉 強 し ま した 。

・す るtowearsmallitems(necktie
,watch,etc.)

サ変動詞語幹が名詞として使えることを指摘しているために,そ れぞれの単語に

ついて 「～をする」になることを説明 しなくて済んでいるわけだが,一 方で,そ

れがないためにサ変動詞語幹の全てを名詞と誤解してしまう可能性がある。例え

ば,「 がっかりする(L23)」 の 「がっかり」は当然ながら名詞ではない。

どち らの教科書も 「Nをする」の説明が不足 している。ところが,そ の用例の

幅は広 く,学 習者にとっては 「簡単に見えるのに難 しい」ということになりかね

ない。 したがって,「Nを する」が多様な用いられ方をすることをまとめて説明

する箇所が設けられるべ きだと考える。「する」は意味的には大変シンプルなも
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のであるが,そ れ故 に,ど こまで使え るのかその広 さと限界 について知 ってお く

必要が ある。 また,話 せ な くて も聞 く機会の多い 「す る」の用法がわか らない と

い うこ とが ない よ うに,説 明 はNの 種類 によって示 す こ とが必要 だ と考 える。

ただ し,上 記7つ では細 かいので,教 育的には以下の ようにまとめて示す ことを

提案 したい。

1.「 動作」 をす る

2.「 遊び ・スポー ツ」 をす る

3.「 催 し物 ・会合」 をす る

4.「 身 に着 けるもの」 をす る

5.「 様子 ・身体部位」 をす る

6.「 役 割 ・職業」 をす る

1に は 「～ もの(買 い物,忘 れ物,書 き物,調 べ物)」 「～ こと(楽 しい こと,次

の こと,頼 まれたこ と)」 も入 る。外来語 に 「をす る」 をつ ける 「メールをす る」

「ネ ッ トをす る」 な どは造 語力の強 い ところで ある。 サ変 動詞語幹,動 詞 の連用

形 など多 くの名詞が含 まれるため,初 級 学習者 にはその広 が りを示 し,中 級 以降

その 限度 に注意す るよ う指導 するのは どうか。4は 「ネクタイ」の他 に,「マ スク」

「ネ ック レス」「指輪」 な ど身近 な ものの例 が入 って もいい。6は 「家庭教 師」の

他 に,職 業や役割 を表す 「司会」 「受付」「幹事 」「モ デル」「先生」な どがあって

もいい。

3.1.2.「Nが す る」

「Nが す る」 は,あ る感覚 を表現す る文で,Nに は 「味,に おい,音 」 な どの

知覚,そ れ らの具体化 した 「寒気,頭 痛,め まい」 な どの症状,「 ～気 」「～感 じ」

などの雰囲気が来 る。意味 ・用法 を以上 の3つ に分類 し,教 科書 を見 てい く。

①知覚

『みんな』

(L47)に ぎやかな声が しますね。いいにおいが しますね。変な味が しますね。

変な音がしますね。(復 習L)隣iの 部屋で音がします。

「声,に おい,味,音 がする」が教 えられている。これ らの名詞は修飾語句を

伴うことが多 く単独で使うと非文になるものもある(*に おいがする,*味 がす

る)。 ところが,『みんな』には一例だけ 「隣の部屋で音がします」 という修飾語

句の無いものがあった。これは,「隣iの部屋で何か(の)音 がする」「隣…の部屋で
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物音がする」でも同様の意味を表せる5)。一方で修飾語句が必要,一 方で修飾語

句が不要 というのは学習上難 しい。

ただし,厳 密には,ど のような知覚かを具体的に示さない場合や否定文では,

修飾語句を伴わない方が自然である。例えば 「あれ?音 がする」「これにおいが

しないよ」「全然味が しない」など。知覚を表す文の詳細な分析は本稿の目的で

はないため別稿に譲るが,初 級の日本語教育ではわかりやすさを優先 し 「知覚を

表現する」文 として,修 飾語句を伴った例だけにすることが望ましいと思われる。

『みんな』の説明は以下の通 りである。修飾語句 を伴わなければならない点が

述べ られていないことは問題である。『げんき』には例も説明も無かった。

・ 声/音/に お い/味 が し ま すL47(『 み ん な 翻 訳 ・文 法 解 説 』p135)

変 な 音 が し ま す ね 。

Aphenomenonthatisperceivablebythesenseisdescribedbyusing～ が

し ま す.Expressionsinthiscategoryareこ え が し ま す,に お い が し ま す,

andあ じが し ま す.Alltheseexpressionsmeanthatthesethingshavebeen

perceivedorsensedregardlessofthespeaker'sintention.

②症状

『み んな』(Ll7usefulwordsandinformation)吐 き気が します。寒気が します。

めまいが します。

『げん き』(L12usefulexpressions)め まいが します。

どち らも特 に説明はない。この他 には 「悪寒 頭痛,耳 鳴 り」な どが あるが,「 頭

が痛い」な ど別の表現 もあるため,初 級は これで十分だ と思われる。

③雰囲気

どちらの教科書も教えていない。例えば 「彼は怒っている気がする」「ここは

嫌な感 じがする」などは,別 の初級文法で同 じことが言える(彼 は怒っているよ

うだ,こ こは嫌だなと思った)の で,必 ずしも教えなければいけないことはない

だろう。

以上,「Nが する」は現状あまり教科書では取 り上げられていないが,知 覚と

症状の用法をまとめて提示すると学習者にとっては使える表現を学べる。
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3.1.3.「Nに する」

「Nに す る」 の意味 ・用法 は,「 選択 ・決定」 と 「変化」の2つ に分類す ること

が で きる(拙 稿2013)。 分 類 ご とに教科書 を見 てい く。

①選択 ・決 定

『み んな』

(L44)飲 み 物 は何 に します か。 ビール に します。 シ ョー トに したい んですけ ど

……。晩 ごはん はカレー ライス に します。晩 ごはんはてんぷ らに します。 出発 は

いつ に しますか。18日 に します。飛行機 は何時の便 に しますか。11時 の便 に し

ます。 ホテルは どこに しますか。「ホテル ひろ しま」 にします。部屋 は シングル

に しますか,ツ インにしますか。食事 は和食 と洋食 と どち らに しますか。和食 に

します。(復 習K)今 晩 のおかずはす き焼 きに しま しょう。 じゃ,そ れ に します。

『げん き』(Ll5)昼 ご飯 は何 にす る?

② 変化

『みんな』(L44)水 の 量 を2ば いに します。 ごはんが多 いので,半 分 に して くだ

さい。今週 は都合が悪 いです か ら,来 週 に して くだ さい。

『げ ん き』(L17UsefulExpressions(床 屋/美 容 院で)ボ ブ ・マ ー リーみ たい

な髪型 に したいんですが。

・INに しますIL"(rみ ん な 翻訳 ・文法解 説』pl17)

Nに し ま すexpressesselectionand/ordecision.

部 屋 は シ ン グ ル に し ま す か,ツ イ ン に し ま す か 。

会 議 は あ し た に し ま す 。

『みんな』では②の変化 を 「形容詞す る」の変化の用法とまとめて説明してい

る。また 『げんき』では例文は1例 ずつしかなく,説 明もない。単語の訳に 「す

るtodecideon(anitem)(itemに)」 とあるだけである。この用法は話し言葉

ではよく使われると考えられるため,『 みんな』に例文が多いことは妥当と考え

る。変化の用法は,他 に 「魚を刺身にする」「クッションを枕 にする」「スカーフ

をリボンにする」「娘を医者にする」などの用例が考えられる。
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3.1.4.「Nと する」

この文型には 「試験 日を11日 とす る(決 定)」 と 「このお酒は トウモ ロコシを

原料 と して いる(同 定)」 の用法が ある(拙 稿2013)が,教 科書 には一例 も見 ら

れ なか った。前者 は硬 い表現で書 き言葉 であ り,後 者 も別 の易 しい表現が可 能

(こ のお酒は トウモ ロ コシが原料 だ)で あるため,初 級 レベルで は必要 ではない

だろ う。

3.1.5.「Nす る」

『げんき』(読L20)一 枚三百両 もする皿だったのです。

説明は,語 彙表に 「[する]tocost」 とあるだけである。『みんな』には無かった。

この他の用法に,「時間」の経過を表す 「3分するとカップ麺ができあがる」「1

時間したら戻ってきて」などがあり,条 件節の中で用いられる。実質動詞の 「経

つ」を使うより話 し言葉では使いやすい表現であるため,「値段」と 「時間」を

教えると便利である。説明は,値 段や時間を表す名詞に直接 「する」が後接する

こと,と りたて助詞の 「も」を伴って強調や驚 きの意味が加わることなどを示す

といいだろう。

3.2.形 容 詞 と共起 する 「す る」

形容詞 と 「す る」 が連 なって使 われ る 「(イ形容 詞 く)す る」「(ナ形容詞 に)

す る」は 「変化」を表す。 どち らの教科書 にも文法説 明が あ り,ま た用例 も多い。

基本 的な学習項 目として教 え られているこ とが わかる。以下,例 文 は初 出の もの

を出す。

『みん な』(L44)ズ ボ ンを短 くして くだ さい。 もう夜遅 いです か ら,静 か に して

いただけませ んか。

『げん き』(L17UsefulExpressions床 屋/美 容 院で)あ ま り短 くしないで くださ

い。(L21)冷 た くす る。簡単 にす る。

教科書の説明 は 『み んな』 の方が詳 しいのでそ ち らを以下 に載せ る。

欝 ∵ く/-(一 一 法解一
～ く/～ に し ま す

,asshownin⑪,⑫and⑬,indicatesthatsomebody

"t
urns"somethingintoacertainstate.

⑪ 音 を 大 き く し ま す 。 ⑫ 部 屋 を き れ い に し ま す 。 ⑬ 塩 の 量 を 半 分 に し ま す 。
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先 の 「Nに す る」の変化 の用法 を 「形容詞す る」 と一緒 にまとめて説明 してい る。

どち らもL44の 学 習項 目であ り,一 気 に変化 の用 法 を教 えている。

3.3.そ の他 の動詞 と共起 する 「す る」

その他の動詞 と共 に用 い られる 「す る」として,以 下では,「Vた りVた りす る」

「Vと する」,形 式名詞が被修飾語 となる 「Vる ことにす る」「Vた ことにする」「V

る ようにする」「Vよ うとす る」 もここに入 れ,初 級教 科書で どう教 えられ てい

るか見てい くことにす る。例 は初 出の ものだけを載せ る6)。

3.3.1.「Vた りVた りす る」

『みんな』(L19)休 み の 日はテニス をした り,散 歩 に行 った りします。

『げん き』(Lll)韓 国 で買い物 をした り,韓 国料理 を食べた りしました。

この文型は様 々な例が 出されてお り,基 本的 な学習項 目と して教 え られ ている

ことがわか る。文法説明 はどちらも 「～ て,～ す る」 との違 いを述べ なが らそ の

意味 を説明 してい る。 ここで は 『げんき』の説明が簡潔 なのでそ ちらを載せ てお

く。

(activityA)た り(activityB)た りす るdosuchthingsasAandB『 げ

ん き』p255

3.3.2.「Vと する」

これには,「新聞各社は検察が犯人を既に逮捕 したとした」「マスコミは今後報

道を自粛するとした」のような 「引用」と,「お金がたくさんあったとする」「日

本語が上手に話せるとする」のような 「仮定」の用法がある(拙 稿2013)。 いず

れも動詞は辞書形 とタ形が可能であ り,動 詞は補文の中に収まる。両者の違いは

主語が存在するか否かにあ り,「新聞各社は[検 察が犯人を既に逮捕 した]と し

た」「マスコミは[(マ スコミが)今 後報道を自粛する]と した」のように引用内

容を提示 した主語が存在する。一方,仮 定の用法では 「[お金がたくさんあった]

とする」「[日本語が上手に話せる]と する」のように,仮 定した主体 を主語 とし

て示すことがない。簡単に述べると以上のような文法的違いがある。

どちらの教科書でも教えられていない。引用の用法は,特 に新聞などの報道関

連の記事を読む際には必須の表現 となるため,中 級以降の読解には重要な学習項

目となる。一方,仮 定の用法は 「～たら」を初級で学習するため敢えて提示する

必要はないが,「仮定する」といった実質動詞よりは使いやすい表現であるため,
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中級以降はやは り必要となるだろう。

3.3.3.「Vる こ と に す る」

『げ ん き』(L23)こ の 夏 は ア メ リ カ に 行 く こ と に し よ う か 。 メ ア リ ー さ ん は 一 日

に 二 回,犬 を 散 歩 に 連 れ て い く こ と に し て い ま す 。

～ こ と に す る 『げ ん き』p259

こ と に す るmeans"decidetodo..,"Itfollowstheshortformpresenttense

ofaverb.

こ と に し て い るmeans"dosomethingasaregularpractice",thatis,you

havemadeupyourmindthatyoushoulddosomethingandhavestuckto

thatdetermination.

『みんな』には無かった。この文型は 「Nにする(決 定)」 と比べると 「～こと」

が名詞修飾節になっているため,基 本的には名詞か名詞節かの違いだが,学 習者

にとっては別に説明 と例がある方がわか りやすいだろう。ただ し,「Vる ことに

する」には 「変化」の用法は無いため,そ の点は注意する必要がある。

3.3.4.「Vた ことにする」

どちらの教科書にも無かった。「私はそのレポー トを自分で書いたことに し

た」のように,実 際には自分でやっていないのにそうだったかのように取 り繕う

ことを意味し,「 レポー ト=自 分で書いた」と見なすので 「仮想同定」 と考 えら

れる。動詞はタ形になる。別の表現で言い換えるとすると,「私はそのレポー ト

を自分で書いたと嘘をついた/偽 った」「自分で書いていないのに,自 分で書い

たと言った」などが考えられる。当然ながら意味は同じではな く,「Vた ことに

する」は,「言った」かどうかはわからないがそういうことになるよう何かをし

たというような曖昧さを含む言い方である。初級に必要だとは言えないが,中 級

以降には必要な表現である。しかし,も し 『げんき』のように 「Vる ことにする」

を初級で教 えているなら,そ れがタ形になるだけで 「仮想同定」の用法になるの

は便利なため,合 わせて教えてもいいだろう。

3.3.5.「Vる ようにす る」

『みんな』毎 日日記 を書 くように しています(L36)。
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1瓢1;脚/よ うにしますL36(rみん_._』P69)

Thissentencepatternisusedtoexpressthatonehabituallyorcontinu-

ouslymakeseffortstodosomethingornottodosomething.

『げん き』にはこの文型は無いが,こ れによく似たものとして先の 「Vる ことに

する」がある。一方,『みんな』はこの文型はあるが,「Vる ことにする」がない。

この2つ は意味が似ているため,両 方を初級 レベルで提示すると混乱の可能性が

ある。それは,先 の 「Vた ことにする」よりも難しい。例えば 「毎日日記を書 く

ことにしています」 と 「毎 日日記を書 くようにしています」は,違 う点は前者で

「決意」が,後 者で「努力」が強 く示されている点であ り,しかしなが ら決意にも努

力が必要であり,努 力にも決意が込められている点では違いがわか りづらい。

そこで,基 本的な意味の違いとして 「Vる ことにする(決 意)」「Vる ようにす

る(努 力)」 を示す以外に,両 者の違いをわか りやす く提示するには次の2つ の

方法が考えられる。1つ は,「て ください」の例を示すことである。「もっと野菜

を食べるようにして ください(み んなL36)」 「?も っと野菜を食べることにして

ください」,「あしたは絶対に時問に遅れないようにしてください(み んなL36)」

「*あ したは絶対に時間に遅れないことにしてください」,以 上のように 「Vる こ

とにする」は他者に対する依頼の表現が取れない。 もう1つ は,タ 形である。「野

菜を食べるようにした」 と 「野菜を食べることにした」では,前 者は実際にそれ

を実行 しているが,後 者は決意だけでまだ行動には移していない。タ形を示すと

違いが見えてくる。

どちらの文型を初級教科書に載せるかの判断は使用例(特 に話し言葉)の 頻度

を調べてか らでないと言えないが,「Vる ようにする」の方が教 えられるべ きで

はないか。別の表現に言い換えると,「 日記を書 くことにした」→ 「日記を書 く

ことに決めた(み んなL30,げ んきL10)」 となる。 しかも,「決める」 という動

詞は教えられているので 「Vる ことにする」が無 くても表現が可能である。しか

し,「野菜 を食べ るように した」→ 「野菜を食べ るように努力 した(み んな無,

げんき無)」 となるが,「努力する」という動詞は教えられていないうえに,こ の

表現は硬 くて使いづ らい。以上の理由で,ど ちらか一つだけを教えるなら 「Vる

ようにする」が適当と考える。

ただし,テ イル形の 「Vる ことにしている」と 「Vる ことに決めている」では

意味するものが異 なる。そうなれば,「Vる ことにする(決 意)」 「Vる ようにす
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る(努 力)」 はどちらも使える表現であるため,初 級で両方教えるということが

あってもいいだろう。

3.3.6.「Vよ うとする」

「勉強しようとしてやめた」「秋が終わろうとしている」のように,何 かを行う

(何かが起こる)寸 前の状態であることを表す。この文型はどちらの教科書にも

無かった。「勉強しようと思ってやめた」「秋が終わ りそうだ」など別の表現が可

能なため,ど うしても初級レベルで教えなければならないものとは言えない。

3.4.オ ノ マ トペ と共起 する 「する」

オノマ トペは 日本語学習 において難 しい とされ るが,教 科書では どの程度出現

するだろ うか。全 ての用例 を以下載せる。

『み んな』

(L39)地 震 のニュース を見 て,び っ くりしま した。パ ーティーに彼女が来 な くて,

が っか りしま した。(L39ReferenceWordsandInformation気 持 ち)う っ と り

する,い らい らす る,ど きどきす る,は らは らす る,わ くわ くす る。(L47Refer-

enceWordsandInformation擬 音 語 ・擬態語)ざ らざら(し てい る〉,べ たべ た

(してい る),つ るつる(し ている)。

『げん き』

(読L10)お じい さん は戸 を開けて,び っ くりしま した。(L23)誕 生 日の プ レゼ

ン トが靴下だ った ら,が っか りしますか。お風 呂に入 って ゆっ くりします。(読

L13)ニ ヤ ニヤす る。(読L20)男 は猫 を抱 き,に こにこ しなが ら主人 に言 いま し

た。

気持 ちの表現や状態 の表現 と して,形 容詞だ けでな く,「 オノマ トペす る/し

ている」の有用性 も考 えなけれ ばいけない。 『みんな』 にあ る ように ,い くつか

の基本的 な動作や感情 に関わる表現 をまとめて提示す ることは大切であ る。状態

を表す 「オノマ トペ している」 も形容詞 を学習 した後 に関連項 目と して導入す る

といい。 「さ らさ ら/き らき ら/つ やつや/ふ わふわ してい る」 な ど視覚 や触 感

を表す もの なら,具 体的 に物 を持参 しその見 た目や触 り心地 を体験 しなが ら学ぶ

とわか りやすいだ ろう。味覚や食感(あ っ さり/ぱ りぱ り/も ち もち している等)

も食べ るとい う体験がで きれ ばわか りやす くなる。 この他 どちらの教科 書 にも

掲載 されていた 「びっ くりす る」「がっか りする」は重 要な動詞 である。
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3.5.「 す る」 文型の まとめ

以上の調査 を表 と してま とめた。表 中の数字 は,出 現 した例文の数(異 な り数)

で あ る。○ は例が存在 したこ と(そ の要素 に共起制 限が ないため数 は提示 してい

ない),× は例 が無かった ことを表す。

表 初級日本語教科書の 「する」文型一覧

文型 意味 『みんなの日本語初級』 『初級日本語げんき』

Nを する (動作) 21 36

(遊戯 ・ス ポーツ) 11 11

(催し物) 7 4

(付帯) 1(ネ ク タイ) 1(ネ ク タイ)

(様子) X 1(～ 顔)

(職業 ・役割) X 1(家 庭教師)

(その他) 4 4

Nが する (知覚) 5 X

(症状) 3 1(め まい)

(雰囲気) X X

Nと する (決定)(同 定) X X

Nに する (選択 ・決定) 16 1(何)

(変化) 3 1(髪 型)

Nす る (値段) X 1(三 百両)

(時間) X X

Adj.す る (変化) 0 0

Vた りVた りする (動作の例示) 0 0

Vと する (引用)(仮 定) X X

Vる ことにする (決定) X 0

Vた ことにする (仮想同定) X X

Vる ようにする (継続的努力) 0 X

Vよ うとする (行為の直前) X X

オノマ トペする (感情)(状 態)(動 作) 10 5

4.「 や る」

「する」の類義語である 「やる」は,話 し言葉で使われ 「する」のカジュアル

な言い方として使用されることが多い7)。実際に日本語母語話者が 「する」では

なく 「やる」を使っていることも多 く,初 級で教えないわけにはいかない動詞で

ある。しかし,類 義語だが同義語ではないため,全 ての 「する」が 「やる」に置

き換 えられるわけではなく,置 き換えてはいけないもの(例,*散 歩をやる)も
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多い。そのため,教 科書で教える際には注意しなければいけない点が多いと考え

られるが,実 際の教科書ではどう扱っているだろうか。

以下,「 やる」については掲載されている全ての文 を抽出 し,意 味 ・用法の違

いに従ってまとめる。「Nを やる」の意味 ・用法は10に 下位分類することができ

る(拙 稿2002)。

①動作(サ 変動詞語幹 ・動詞連用形からの転成名詞,動 作性名詞)

『みんな』(L26)盆 踊 りの練習をやっています。(L29)漢 字の宿題はもうやって

しまいました。夏休みの宿題は全部や りました。この仕事をやってしまいますか

ら,お 先にどうぞ。

『げんき』(L20)宿 題は難しかったけど,～ ないで,や りました。(L22)私 にこ

の仕事をやらせてください。

②遊戯 ・スポーツ

『げん き』(L5)サ ー フィンが好 きです。あ した一緒 にや りましょうか。

③催 し物

『み んな』(L47)何 か やっている ようです ね。

④趣 味 ・習 い事

『みんな』(L48)音 楽 をや ります。

『げん き』(読L11)私 とい っし ょにバ ン ドをや りませんか。(L13)何 か 楽器 をや

りますか。

教科書に例文が無かったものは以下のとお りである(⑤ 以外は 『やる』独自の

用法)。

⑤役割 ・職業=「 司会をやる」「医者をやる」

⑥放送 ・演劇:「 ニュースをやる」「映画をやる」

⑦習慣的嗜好=「 煙草をやる」「酒をやる」「麻薬をやる」

⑧加害行為=「 奴をやる」「腹をやる」「豚をやる」

⑨病気の経験:「 はしかをやる」「大病をやる」

⑩その他(単 独で使われる)「やるね1」 「やってられない!」 「やるか!」

(58)



初級日本語教科書における 「する」と「やる」

これ以外で教科書 に見 られ た ものは 「や る」が単独 で用 い られる例 で,以 下 の

とお りであ る。

『みんな』(L26)何 を やってい ますか。(L30)わ た しがや りますか ら,そ のま ま

に しておい て くだ さい。(L34)先 生 がや った とお りにや りま した。(L40)で き

るか どうか,や ってみます。 日本で何 をやってみ たいですか。や ってみ ようか。

(L48)お 母 さん,僕 にや らせ て。

『げん き』(私 は)ト ムさんがや った と思 います(L9)。

「や りますdo(『 み ん な』L26語 彙 表)」 「や るtodo;toperform(～ を)(『 げ

ん き』L5語 彙表)」 とあるだけで,説 明は一切 ない。 これでは 「す る」 と 「や る」

が同義語だ との誤解 を与 えて しま う。 この他,『 げん き』 には 「referringtomu-

sicalinstrumentsingeneral,や るandで き る(forpotentiaDareusuallyused.

(表現 ノー ト)」 が あるが,詳 しい説 明は他 にはない。 『み んな』 の方が用例 の数

と種類が多 いが,そ こか ら読み取 れるのは,「 や る」 が単独 で使 われ るこ と,「N

をや る」のNに は 「練習,仕 事,音 楽」があ ること,「催 し物 をや る」があ ること,

「やって しま う」 「や ってみ る」 の表現 があ るこ とであ る。 『げん き』 は用例 も少

な く,こ の他 「や った1」 な どの決 ま り文句が紹介 されてい る。 いず れにせ よ,

ど ちらも練習や問題 の中に出て くる表現 であ り,積 極 的に教 えるのではな く,少

しだ け例 を入れ る とい う形で示 されてい る。「や る」 には卑俗 な表現 も見 られる

ため,す べ て を初級 で教 え る必要 はないが,「 す る」 との違 いについて は説 明が

あ る方が わか りやす いだろ う。

5.お わ りに

以上,『 みんなの日本語初級』 と 『初級 日本語げんき』において,最 頻出語で

あ り教育重要語でもある 「する」 と,類 義語 「やる」がどのように教えられてい

るかをまとめ,問 題点や提案をいくつか述べてきた。また,一 方で教えられてい

ない ものが何か,そ れはどのレベルが望 ましいかについても考察した。いずれも

基本的でよく使われると思われる文型については導入 されているが,そ の説明は

十分 とは言い難い。今回の結果は,「する」をどう教えていくかの基礎資料 とし

て位置づけ,こ れに加えて,表 にある文型や表現のうち 「どれが最も出現率が高

いのか」を明らかにしていく必要がある。それを今後の課題としたい。
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注

1)初 級 日本語教科書における 「する」の扱いについて調査 ・研究 した先行研究は,管

見の限り見つけることができなかった。

2)本 稿 を執筆現在(2013年11月30日),ま だ第2版 用の 『翻訳 ・文法解説H』 が出

版されていなかったため,初 版を使用 した。

3)『 明鏡国語辞典第二版』に基づき、名詞かサ変動詞か判定した。

4)『 げんき』では 「下痢です」「便秘です」という表現を掲載。

5)「 隣で声がする」も 「隣で人の声がする」の省略だと考えられる。話し言葉で,く だ

けた表現になっているとも言える。

6)Nと 共起する 「する」の文型は,Nに 制限があるためその種類を示すために全ての

例を掲載 したが,Vと 共起する 「する」の文型は,Vに 制限がないため初出の例文

のみを掲載することとした。

7)実 際は 「する」にはない 「やる」独自の意味用法があるため,「する」の俗な言い方

であるとは言えない(大 塚2002,2006)
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